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が高まり、それに伴っ 軍事的関係を容易に想起させる空手への注目度も高まった、②日露戦争勝利によって開化党及びそれに属す 『琉球新報』が、旧体制派である頑固党に追い討ちをかけるため紙面により多くの軍事的色合いを盛り込んだ結果とし 空手の記事件数が増えた、③日露戦争勝利を沖縄県民の同化・皇民 意識向上の好機とみなした明治政府の「富国強兵」の方針により、沖縄県内での空手登場が頻発化した」など、記事件数が飛躍的な伸びを見せ 理由は様々に予想される。当然これらは予想の域を出る事はなく、現状断定でき ものではないが、当時 社会情勢と記事件数の年代別推移に基づいて比較を行うと、少 くとも軍事及び軍部と空手には何らかの強い結びつきが存在することは指摘できる。　（二）内容分類別　続いて、筆者が抽出した空手関連記事の報道内容に注目し その内容から①学校・教育、②地域・
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行事、③軍事、④その他の四つに分類を行った。さらに、それぞれ四つの分類の内訳も整理し、前頁に表としてまとめた。　【表２】から件数に基づいた比較を行うと、①の「学校・教育」に分類される「運動会」が二二件という圧倒的な件数を占 全て 内訳の中で最大の件数であることが確認できる。また、①～④の内容分類の合計件数から見ても ①学校・教育は七四件、②地域・行事は三八件、③軍事は一三件、④その他は四件となっており、当時の空手は①の「学校・教育」に属す ものとして報道される機会が最も多かったことは一目瞭然である。さらにここで付言しておきたいのは、①～③はそのほとんどで空手の実演が確認できたのに対し、④の「その他」では空手の実演が全く確認できなかったことである。明治期の空手関連記事内容比率に関す こうした偏重 背景は、第四章 おいて考察を行っているが、現時点で【表２】からは、当時の空手は学校や教育に関連したものとして頻繁に報道され、特に運動会の一競技として「実演 結果報告」という形態で報道されることが最も多かったと指摘できる。　以上、本章では調査した記事に関して、 （一）年代別、 （二）内容分類別の二つの側面から記事件数
の数的推移・分布に着目した。結果として、明治期の空手が日露戦争終戦を契機に報道の機会を飛躍的に伸ばしたことから、軍部と は密接な関係性にあったことが明らかとなった。また、学校の中でも運動会の競技としての報道回数が圧倒的であり、当時の空手は運動会 もま 密接な関係性
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【表 2】明治期の全空手関連記事内容分類と件数
①学校・教育 ②地域・行事 ③軍事 ④その他
内訳 件数 内訳 件数 内訳 件数 内訳 件数
（ 運動会 （（ 青年会 6 祝賀会 （ 年間事歴 （
（ 式典 8 運動会 5 招魂祭 （ 沖縄人気質 （
（ 巡覧・視察 7 武徳会 （ 歓迎会 （ 唐手 （
（ 学芸会 6 親睦会 （ 発会式 （ ─ ─
5 大会 （ 送別会 （ 行軍 （ ─ ─
6 同窓会 （ 天長節 （ 在郷軍人会 （ ─ ─
7 評価・現況 （ 懇親会 （ 人物紹介 （ ─ ─
8 教育・講習会 （ 演説会 （ ─ ─ ─ ─
9 奨励会（学事） （ 学芸会 （ ─ ─ ─ ─
（0 奨励会（唐手） （ クリスマス会 （ ─ ─ ─ ─
（（ 卒業式 （ 慰労会 （ ─ ─ ─ ─
（（ 懇談会 （ 式典 （ ─ ─ ─ ─
（（ 運動 （ 親睦会 （ ─ ─ ─ ─
（（ 運動遊戯 （ 辻遊郭 （ ─ ─ ─ ─
（5 教員任命 （ 綱曳 （ ─ ─ ─ ─
（6 連合運動 （ 日記 （ ─ ─ ─ ─
（7 沿革史 （ 発会式 （ ─ ─ ─ ─
（8 開校式 （ 品評会 （ ─ ─ ─ ─
（9 ─ ─ 射撃術奨励 （ ─ ─ ─ ─
（0 ─ ─ 大会 （ ─ ─ ─ ─
（（ ─ ─ 談話会 （ ─ ─ ─ ─
（（ ─ ─ 弥勒の踊り （ ─ ─ ─ ─
（（ ─ ─ 歓迎会 （ ─ ─ ─ ─




























徴的であった。そこで、本章では明治期の沖縄県内で開催された運動会に着目し、その中で行われた空手はどのような位置づけにあり、どのような意義を有していたのかについて考察を試みる。その上で、まず当時 日本で行われた運動会について本土と沖縄の二つに分け、史的概要や位置づけ等を先行研究を中心に確認していく。なお 稿はあくまで空手を『琉球新報』を中心に見 いくことを目的としているため、以下の（一）では先行研究の総括に留める。　（一）明治期の運動会　一─一、本土
　
明治期に開催された運動会に関する史的・内容的考察を行った文献や研究論文は数多く存在するが、
特に、愛知県の旧制中学にお て開催された運動会に的を絞って研究を行った秦真人の研究論文、 『動会と日本近代』と題して共同出版された吉見らの文献が代表的で るだろう。それらの先行研究よれば、日本で最初の運動会の開催は明治七（一八七四）年三月に行われた海軍兵学寮における「競
57（











































































































































































































で指摘した中学校の体育科目（ 「普通体操」もし は「兵式体操」 ）における空手の分類 不透明であるという課題に対して、師範学校同様に兵式体操に分類して指導が行われていたという推察が可能であるだろう。　
次に、伝統的武芸種目の可能性に関して検討を行う。本土における伝統的武芸種目は先述した先行


































































































































































































































































































































た記者は、当時の空手が体育として徒手体操化したこと 「愉快の のなり」とし、さらに來賓の要請によって一人一人行った空 演武を見て「眞の技藝 して余程面白く感した 評 ている。また、 こうした記者による感想とも言える評価は明治三八（一九〇五）年に限って登場する記事であり、これは第二章において筆者が指摘した空手関連記事急増 開始年と重なることから、や り記者 目にも非常に珍しいものとして映ったが故の「記事化」で 。　
第三に、 「地域」の評価は先に見た「政府・皇族」 「記者」の二者 場合とは異なり、数多くの記事














以上、 運動会で演じられた空手の 「指導者」 「競技としての位置づけ」 「期待されたものと、 実際の評価」




















◎児童に殺伐闘争の氣あるは決して喜すべき現象にては非ざる也彼等が何等辨別の心もなき時代よりして各自の爭ひに無やみ矢たらに唐手の真似を試むるのは尚武發揚の氣風と云ふとは能はざるべく候所謂之れ私闘 勇むの氣風を激奨 るものにし 優容た 大國人民の氣象にてはあらざる也
　
◎懸下元来扇子一本に 治まりたりと申すことにて候所謂文治 理想境禮樂の國とは斯く 如きものなるや知 べからずと雖ども本來が慓悍 性質にて候是等の文治、是等禮樂の境にも唯一の武道として嗜まれたるものは唐手と稱する野蛮民族私闘の方法にて候
　
◎武人 劔を佩ふ は古來私闘の爲めに之れを用ふるを許されざりし者 候我邦封建既に久しく各藩競ふて 磨きたる時は尚更 こ て候封建以前武門の盛なる時又は戦國暗澹の時ても私闘は臆病乱心の所爲なりとして同列 □せざる所 て候ひき況んや明治時代となり 以來は武術の公戦の爲めに磨くは大國の氣風と 稱揚すべき一義にても候べし然れど 本縣人民の如くに無やみ矢たらに唐手の當て身を試むるものはなか べく候
　




◎明治の政府は三十餘年前の昔に廃刀令を實行したれども沖縄縣民の武器たる唐 の一手をさへも之を奪ひ去ると能はざるにて候刀劔以て人を殺すと唐手の一技以 人を殺すと危険 程度に於て異なりたるはなく殺伐の氣風に相違あるべからずと存候吾人は寧ろ後者 以て危険の大なるを見る のなり
　
◎刀劔は顕はに人に危険を豫示なれども唐手は猫の爪の如くに深く隠れて時に應じて之 使用す出没隱顕只だ其の 感情の儘□時に之を行ふことを得 なり縣民風尚の□和ならざる限りは此の危険より脱れ得べくもあらざる也
　
◎唐手の一手を容易に用ふる 民の□□□方は□ 危険千萬 して恆に武装の心掛けなかるべからざる也
　




◎北清に拳匪の乱ありき縣民の所謂唐手なるもの 畢□拳匪の武器 して公戦の具にてはあらざる也柔術 如くに之を躰育に用ふるに於ては本來 組織が餘りに急所 過ぎて餘猶の乏しき野蛮時代の遺物なりとす
　
◎坊間散歩出入の□りに童幼等にして口論 揚句は必ず唐手 使用とな て敵の眼睛を試み頭蓋を衝き肋骨目懸けて接觸を試むる等危険は實に云ふべからざるものあるを目堵して縣下の父兄、教育の位置に在る人／＼に對して一言申進候是等私闘の氣風と私闘野蛮の軍法は充分の注意取締 訓を要するもの□候
　
◎徳川時代武家少年の間 は帯刀せしめたるものにて候武術も教へたるもの て候然れども彼等の帯刀の抦と鯉口の間には紙捻 封目あり 筈にて候刀身ハ大抵刃を殺しありたり筈にて候紙捻 封じ目に慈親の尊厳を以てして厳重 る教訓の云ひ含めありたれども沖縄縣下少年の間の唐手に□是等何者の用意もなき 教訓者 怠慢なり我が子が愛せず人の子を輕 所爲にて候
　


















の相反する組織として位置していた「頑派」 、つまり頑固党の動態に関して報じている。したがって、この記事に登場する空手というものは、 「旧慣期」またはそれ以前の「琉球王国時代」を象徴するものの一つであるかのように捉えられ、当時の『琉球新報』が空手を同化・皇民化政策の真逆となるものとして位置づけていたことが明らかである。先に挙げた記事と合わせて考えると、当時 『琉球新報』は空手に対して、 「 「旧体制」を想起させるような野蛮なもの」とする論調であった。　（二） 「旧慣期」 「王国時代」の遺物と見なした背景から見る明治期の空手　前項で示した通り明治期の『琉球新報』は、空手を野蛮なものとして、また「旧慣温存」の遺物と
して報道していた。そのため、第二章で既に述べたように明治期の空手関連記事は日露戦争終戦を契機にその数を急激に拡大させるが そ 際 空手そのものを論じる記事が極端に少なく、運動会に代表されるような「実演の結果報告」 終始してしまった原因は、 こうした「齟齬」にある 考えられる。換言すれば、 『琉球新報』自身は空手を「旧体制」の象徴の一つと捉えていた一方で、第三章で明らかにしたような皇族を始めとする明治政府側は、空手に同化・皇民化教育の可能性を見出し、県当局や学校現場においても積極的な空手 実演を行った。 まり、教育 現場で空手教育を徹底させた政
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府と『琉球新報』との間に矛盾が生じ、増加した空手演武を「報道せざるを得ないもの」として止む無く記事にしていた可能性が指摘できる。この「実演の結果報告」 「報道せざるを得ないもの」というのは、 「彙報欄」 「彙報記事」のことであり、これは社説等のような新聞社の立場を前面に押し出したもので なく、いわゆるニュースのような事実報道である め、運動会のように政府や県当局、場合によっては皇室の人間が関わる行事を「彙報」 して報道す ことは避けられ かったことも齟齬や矛盾の大きな原因として考えられ 。　
したがって、 『琉球新報』の報道内容から見る明治期の空手とは、体育化・軍事教練化の過程であ








まっていたが、本稿では当時の空手が日露戦争終戦となる明治三八（一九〇五）年を契機に報道件数を飛躍的に増大させたことや、軍事教練の成果を示す場 して位置づいていた運動会で演じられていた事から、空手が非常に強い軍事色を有した競技であったこ を指摘した。また、空手は軍事教練の成果を示すと同時 沖縄の伝統を表現する唯一の競技として機能し、全国的に見ても特異な存在あった。一方で、 「政府・皇族」 「記者」 「地域」の三者から申 分ない評価を受け 空手は、それを報道していた張本人である『琉球新報』から 対極となる、 「野蛮」といった評価を受けていた。空手認識に対してこうした矛盾を抱えた明治期は、近代空手形成 過渡期」として捉えることが可能であり、空手の爆発的な広まりを見せる大正期・昭和前期 前身であった。　
以上のように、 本稿では明治期の空手の実態に関して、 従来の空手研究ではなされてこなかった『琉


































































































































（（） 『琉球新報』一九 〇年一二月二四日 面。
（
（（） 
記事の最後に「 （一記者） 」とあるため、本記事は『琉球新報』記者の執筆したものと断定した。
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（
（5） 『琉球新報』一九〇六年一〇月七日二面。
（
（6） 『琉球新報』一九〇六年一一月三日二面。
（
（7） 
大正期における運動会の記事件数は七件である。さらに、運動会が分類される「学校関係」というカテゴリにおいては、大会の八件が最多となっており、運動会はそれに次ぐ記事件数となっている。
（
（8） 
本来は大正一五（一九二六）年までであり、さらに閲覧・調査可能な『琉球新報』は大正七（一九一八）年までであるが、空手が「主役」となった記事の登場は大正四（一九一五）年までに限られており、それ以降の年代 は見当たらなかった。
（
（9） 『琉球新報』一九〇七年六月八日二面。
（
50） 『琉球新報』一八九八年六月一三日二面。
